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第 132回「言葉の院外処方箋」 

自分以外のものに関心を向ける 〜 役割や使命をまっとうする 〜 

 

2022年 10月 20日、東京女子大学（東京都杉並区）での講演【新渡戸稲造生誕

160周年に寄せて〜『自分の力が役に立つと思うときは進んでやれ』〜】を依頼

された（画像 1,2,3）。 会場から質問も受け、さりげなく、中国語、韓国語、

ベトナム語に訳されている筆者の本『明日この世を去るとしても、今日の花に

水をあげなさい』(幻冬舎出版)にも触れた。 

 

以前、『明日この世を去るとしても、今日の花に水をあげなさい』を読まれた

方ら【命よりも大切なものがある：本書のタイトル『明日この世を去るとして

も、今日の花に水をあげなさい』もその一つです。 これはマルティン・ルター

(ドイツの神学者・牧師)の言葉を私風にアレンジしたもので、そこには次のよ

うな意味が込められています。「命よりも大切なものはない。命が一番大事」

とは考えないほうがいい。 命が尊いことは確かですが、「自分の命よりも大切

なものがある」と思ったほうが、私たちは幸せな人生を送ることができるよう

です。「命が何よりも大切」と考えてしまうと、死はネガティブなもの(命の敵)

になり、あるときを境に死におびえて生きることになります。 命よりも大切な

ものを見つけるために、自分以外のもの、内から外に関心を向けてください。 あ

なたに与えられた人生の役割や使命が見えてくるでしょう。 そうして見つけた

役割や使命を人生最後の瞬間までまっとうする。 つまり、明日この世を去ると

しても、今日の花に水をあげるのです。】と本について紹介されていた。 感激

した。 

 

2022年 10月 22日は、早稲田大学エクステンションセンター(中野校)での講座

『がんと生きる哲学：医師との対話を通して「がん」と生きる方法を考える』

に赴く(画像)。 

【◆目標：がん患者と対話し、がん患者に寄りそう方法を受講者自らがみつけ、

笑顔になることをめざします。 

◆講義概要：「日本人の半分ががんになる時代、好むと好まざるとにかかわら

ず、多くの人ががんと一緒に生きる方法を見つけなければなりません。 授業で

は教科書『がん細胞から学んだ生き方』（へるす出版）の読み合わせと解説を
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しつつ、受講者とのディスカッションを中心に講義をすすめます。】と謳われ

ている。 
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